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    第１４７回 芥川賞・直木賞決定 の前に・・・教えて！ 

 

芥川賞、直木賞ってなに？  

「日本で一番有名な文学賞」といっても良いと思います。発表は夏と冬の１年に２回。 

編集者などの選考員がまず候補作をいくつか選び、その中からベテランの作家達による審議が 

行われ各賞が選ばれます（料亭に集まって相談するらしいです） 

前回は２７年ぶりに両賞とも該当作なしだったことが話題になりました。 

 

 

芥川賞と直木賞って何が違うの？ 

芥川賞は新人作家による純文学の中編や短編作品、直木賞は中堅・ベテラン作家に 

よるエンターテインメント作品の長編や短編集がそれぞれ対象になります。 

 

 

 

ちなみにざっくり言うと・・・ 

純文学とは作家の表現したいこと、その文章の美しさなどの芸術性が重視されたもの。 

読者をハラハラドキドキ楽しませるためというよりは、作家が興味のある分野について 

書かれたものを、私たち読み手がそれぞれ自由に解釈して読もうという感じですね。 
 

 芥川龍之介、夏目漱石、太宰治、最近では村上春樹、小川洋子、川上弘美 など 

 

エンターテインメント作品（大衆文学）は 娯楽性、物語の完結性が求められ、読み手との 

共通認識を重視。「犯人があの人とは！」「どんでん返しがスゴイ！」など読み手が同じよ 

うに感じられる推理小説やホラー、SF。 
 

 江戸川乱歩、東野圭吾、宮部みゆき、湊かなえ、知念実希人 など 
 

     ただし、決められた定義はないのではっきりとは分けられません。読みやすさで人気があるのは 

やはりエンタメ作品のようです。 

 

 

芥川賞と直木賞ってどっちがすごいの？ 

というわけで、２つの賞はそれぞれ作家のキャリア、作品のジャンルと長さが違う 

ので「こっちの方が凄い！」というものではないのです 

 

 

作家は自分で賞に応募するの?  

      残念ながら賞が欲しいからと言って自分で応募は出来ません。 

今回の受賞作 

      カフェーの帰り道／島津輝 

   女性が職場でわちゃわちゃと集まって喋っている小説を書きたかった、という島津 

さんが物語の舞台にしたのは東京・上野の片隅にある「カフェー・西行」 

ちょっと寂れているけれど近所の人たちの憩いの場であるこの店には、４人の個性 

豊かな女給達が働いている。仲がいいわけでもないけれどギスギスしているわけ 

でもなくまさに『職場の同僚』という距離感。 

   時代は大正から戦後にかけてだけれど、今の私たちと同様、日常を楽しんだり、それ 

ぞれ悩みを抱えている。様々な事情をもつ４人のエピソードが描かれた短編連作集。 

 

     女給とは客にコーヒーや軽食を提供しながら会話を交わす職業。当時は女性が社会で仕事に就く 

のが難しい時代でした。着物に白いフリルのエプロン姿がトレードマーク 

 
  これまでのおもな直木賞受賞作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時の家／鳥山まこと 

   取り壊しが決まっている空き家に忍び込んで床や天井、壁やタイルなどをスケッチ 

する青年がいる。彼のスケッチによってこの家の歴代の住人達（この家を建てた建築士 

数学塾を開いた女性、コロナ禍に暮らしていた夫婦）の刻まれた記憶が呼び起こされて 

いく物語。 鳥山さんは宝塚市出身、現在建築士でもあります 

 

 

叫び／畠山丑雄 

 大阪・吹田市出身の畠山さんが物語の舞台にしたのは隣接する茨木市。主人公は 

公務員ではあるものの荒れた生活を送っているダメな中年男・早野。ある時一人の 

男に出会い、彼を「先生」と呼び銅鐸作りと茨木の歴史を学び始める。茨木の隠され 

た歴史を組み込みながら昭和と令和がリンクしていく物語。 

 

   茨木市は国内唯一の完全な形の銅鐸鋳型が発見された場所。そしてケシ栽培の歴史においても 

重要な役割を果たしていたそうです 

 
これまでの主な芥川賞受賞作 

 

 

 

 

 

 



 

新着図書 
分類番号 書名 著者名 出版社

727 わたしは書体デザイナー みんなの「読める」をデザインしたい 高田裕美  Gakken

760.4 音楽と科学 心地よくひびく和音の秘密とは ニュートンプレス

809.2 スピーチや会話の「えーっと」がなくなる本 高津和彦 フォレスト出版

911.16 百年の短歌 （新潮選書） 三枝昻之 新潮社

911.5 中高生のための詩のつくりかた 言葉で世界を紡ぐ40のヒント 久谷雉 監修 メイツユニバーサルコンテンツ

911.52 谷川俊太郎の日本語 （光文社新書 ;） 今野真二 光文社

913.6 富士山と、コーヒーと、しあわせの数式 まなべゆきこ KADOKAWA

913.6 火喰鳥を、喰う 原浩 KADOKAWA

913.6 デモクラシーのいろは 森絵都 KADOKAWA

913.6 在る。 SOGI支援医のカルテ 前川ほまれ KADOKAWA

913.6 世界はきみが思うより 寺地はるな PHP研究所

913.6 伝言猫がボールパークにいます 標野凪 PHP研究所

913.6 コメディ映画で泣くきみと 吉川トリコ ポプラ社

913.6 苺飴には毒がある 砂村かいり ポプラ社

913.6 ありか 瀬尾まいこ 水鈴社

913.6 陽ちゃんからのそよ風 山崎ナオコーラ 河出書房新社

913.6 本読むふたり = A couple reading books 菊池良 幻冬舎

913.6 アトミック・ブレイバー = Atomic Braver 呉勝浩 光文社

913.6 平場の月 朝倉かすみ 光文社

913.6 倒錯のロンド 折原一 講談社

913.6 I 道尾秀介 集英社

913.6 白雪姫と五枚の絵 （ぎんなみ商店街の事件簿 ;） 井上真偽 小学館

913.6 ほどなく、お別れです [2] 長月天音 小学館

913.6 ちとせ 高野知宙 祥伝社

913.6 僕の青春をクイズに捧ぐ 水生欅 新潮社

913.6 ザ・ロイヤルファミリー 早見和真 新潮社

913.6 コンビニ兄弟 5 町田そのこ 新潮社

913.6 変な地図 雨穴 双葉社

913.6 今を春べと 奥田亜希子 双葉社

913.6 暁星 湊かなえ 双葉社

913.6 火星の女王 = Queen of Mars 小川哲 早川書房

913.6 リデルハウスの子どもたち 佐原ひかり 東京創元社

913.6 アパートたまゆら 砂村かいり 東京創元社

913.6 無常商店街 = PROTEAN ROW 酉島伝法 東京創元社

913.6 犯人と二人きり 高野和明 文藝春秋

913.6 推しの殺人 遠藤かたる 宝島社

913.68 5分後に意外な結末exセルリアンの空の裂け目から 桃戸ハル 編 ; usi 絵 Gakken

913.68 それはそれはよく燃えた 講談社 編 ; 講談社

913.68 猫で窒息したい人に贈る25のショートミステリー 『このミステリーがすごい!』編集部 編 宝島社

914.6 言葉のトランジット グレゴリー・ケズナジャット 講談社

915.6 『五足の靴』をゆく 明治の修学旅行 森まゆみ 集英社

918.6 雪のしおり 冬のアンソロジー さくらももこ 他 大和書房

933.7 シークレット・オブ・シークレッツ 上・下 ダン・ブラウン KADOKAWA

934 百十三代目の司書見習い スチュアート・ウィルソン  東京創元社

936 大英自然史博物館珍鳥標本盗難事件 なぜ美しい羽は狙われたのか K.W.ジョンソン  化学同人


